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有 珠岳 の 噴 火

河野常吉

ERUPTIONS or THE VOL仁ANOUSU. 

By 

TsUNEKICHl KoNO. 

有珠岳の噴火を記するに営b先づ地勢の大要を遮ぺんに、岡山は謄振園有珠郡

伊達材大字有珠村氏あ bて東は岡村大字長流材に跨b、北は洞爺湖に臨み、西は

蛇田郡蛇田村民接す。 会鰹不規則なる固錐扶を成し、山嶺は大なる奮火孔lとし

て其甫壁を甫扉風山、北壁を北扉風向と云以、其内部は火口原たb。 火口原の東

部、外輪山にかけてーの大なる突起あb。之を大有珠岳と稽す。アイヌは之をrア

ジ 9ヌプタ」と云ふ、即ち新山の義lとしτ、嘉永六年噴火の際生成したるものな

b。其高3海抜千九百六十四尺、之を営山の最高勤となす。 大有珠岳と相封し

τ火口原の西部に又ーの突起あれ 之を小有珠岳と稽す。 アイヌは之を r-?"¥ 

コヌフ・y.Jと云ふ、即ち古山の義なb。 其高3海抜千九百十四尺とす。 小有珠

岳の南西氏火口瀬あb、「ヲツカ歩ンケピンテイ」と云ム。 文政五年噴火の際蛇

田部落を壊滅したる押出．しは蓋じ此慮よ b起bたるものな b。
「此山は古来屡々噴火せb。‘ 北海道志容の六（地理）山の部氏自＜ r慶長十六年各

十月噴火ι、後寛文三年七月十五百、文政五年閏正月共に噴火し、安政元年又少〈
噴火すJと。 此記事中寛丈主年丈政五年の噴火は事費なるも、其聞に明和五年の

噴火を股落せb。又安政元年とあるは嘉年六年噴火の設な b。 慶長十六年の噴

火に至℃は絶.tτ他書に晃ゑぎるのみならず、同じ北海道志怒り三十五（雑記）噴
火の部にも亦之を記せず。 ：因て其出慮を考へしに、此記事は奮記に擦bしもの

にあらず、大抵戸長役場者しくは郡役所の調査報告したるものならんと察し、有

珠郡開拓の率先者tとして公忍共に同地方の事tr関係せし田村額允翁に質せしに翁
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日〈、正確には記憶せまるも、自分等移住賞時、此田の牧場（文化以来の官設牧馬

場）の頭取に芦田悠次と云ム人あb、此人，t就きて種々の事を取調べ有珠岳噴火の

事をも聞きたbしが、其噴火年代の如きは国よ b精確と云日難ければ、それ等よ

b誤謬を生ずるに至bしにあらぎる欺と。蓋し然らん。 因て予は慶長の噴火は

夏に他lζ詮擦の接見せらる、迄は之を正確と認めず、暫〈之を抹殺し、寛文以後

の噴火R就き℃記する所あらんとす。

寛文三年の噴火

此時の噴火は或は七月十四日となし、或は七月十一日となす。 即ち（甲）は松前

家よ b幕府への届書並l乙松前年令記に記する所にし℃七月十一臼よ b同月十三日

まで間断なく少しづ、地震、十四日明け方よ b大に噴火せb。 又福山奮記，tは

軍記七月十四日宇須岳焼出づと記せb。 （乙）は頑山秘府民し℃七月十一日大雨洪

水、東部宇須岳薮火、雷鳴甚烈、同月十四日宇須岳又穀火と記し、巌有院賞記には

十一日よ b焼出し云々と記せb。 以上のこ説ー民何れが正確な bや断言し難しと

離も、幕府への届書は比較的正確な bと認むぺ〈、又此山の営住とし℃噴火前地

震を接するの癖あるを以τ、（甲）は従以十一日よ b地震、十四日噴火せbと云ふを

可とすべSiこ似たb。 十五日は震動最も甚1iしく山海鳴渡b降旗軍事しく、附近の

蝦夷家は焼け或は埋bアイ .;;t五人立退く乙と能はずして死己せb。 山嶺は十の

八九まで崩壊せb。 同日書入つ時（午後二時）焼山よ b夷の形』t似たる長一丈許の

物昇騰せしに甫北よ b光b物飛ぴ来bて之を引3落すと晃ゆるや、山は二つに破

れて大に震動せb。 アイ只は煙中の火光と震動の移しきを以℃紳軍の所烏とま

し恐怖惑乱する之と甚だし。降灰は有珠よ b松前の方、即ち西方海上二日路の問、

汀よ b沖へ二千七百聞除を陸の如〈埋め、街其沖は足場柔かにし℃歩行し難主も、

根打際も晃乏まあまで遠く覆ひたb。 折しも商風にして稲山地方へは友は降ら

まbしが、鳴動の昔は籾州庄内遁まで聞えたb。 而し℃松前年々記には七月末

まで鳴止まずと記し、稲山都府Rは月尾に至b℃漸〈止むと記せb。

明和五年の噴火

、寛文噴火の後百五年を経℃明和の噴火あb。 松前年歴捷径はは明和五年十二
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月東部宇須岳壊崩、夷人畏怖避彼地と記し、函館の人逢坂七兵衛旬日記には十二

月十六日臼山焼申候と記せb。 噴火の挟況は詳か在らずと雄も、被害はなかb

しと察せらる。

文政五年の噴火

明和噴火の後五十四年を経τ丈政五年の大噴火あb。 其枕況は賞時有珠善光

寺re.在bし役借某の日記｛t明瞭な b。 其大要を記せんIt、間正月十六日午前二

時よ b朝まで地震凡そ三度。 十七日地震壷十四五度夜札を三十度。 十八日地震

三十四五度、地響き凡そ四十度。 去夏洞爺湖の水飴程減少せるが先年噴火の際

も同断の由なれば寿々以℃噴火の前兆なるべしと老夷申す由。 十九日晴、北西

風、地震書頃迄に百度許、午後二時有珠岳軍事しく鳴動噴火し、土畑を吹上げ電兎

を殺し其光景魂を消すばかbなれば本曾並に什物等船に積入れ、山主其外之に葉

bてフ V ナイlこ至b尋てぺンペに避難す。 二十二日午前三時頃よ b噴火烈し〈

火の玉の四方へ散乱す0乙と百高の流星火を打上仁るが如し、此夜までに過宇爆

崩れたる様子。モロクン支配人来る同地は灰五寸許積b白叢も樺皮を焚主居る由。

二十三日噴畑は少し穏なるも地響主間断なし。 二十六日夜頻に鳴動し猛火燃上

b、二十七日暁甚だ烈し。 二十九日畑大に薄らぎ唯震動のみ。 二月朔日朝鳴動

地響恰も百千高の雷電一時に落るが如し。 猛火前山一面に溢れアプタに押出し、

家屋よ b草木氏至るまで押倒し焼梯ひ、牧土村田卯五郎同紋太郎、此回場所支配

人松之助其他和人夷人の死巴あ b。 蛇田場所請負人布団屋茂兵衛、同雇人善五

郎及同所に来会せ居たる白老場所支配人彦右衛門は焼欄れ℃宇死宇生とな b、戸

板に乗せて Y V ナイに股容せられしが茂兵衛、善五郎の二人は遂に死己せb。 二

日噴畑するも地動は少し穏かなb。 三日アプ夕、プ V ナイ違和人夷人残らず引擁

以往来を止む口六目黒畑軍事〈昇b電光bの様子恐るぺし。 九日大地震（十日以後

記録を候〈）。

上に記する女回日〈二月朔日の費には、此田曾所及牧土の住宅を始め此国士人部落

は全滅したれば、其後は曾所反士人部落を西方約二十町のフ vナイに移して同所
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を此固と稽し、奮此田部落の所在地を／ドコタンと稽せb,0 ド，三タジは即ち藤村

の義なb。

嘉永六年の噴火

文政噴火の後三十一年を経て嘉永元年の噴火あh。 其噴火の獄況は、明治二

十八年予該地方巡回の際、蛇回の古老lとて噴火の官時其質況を目撃したる川又専

太郎氏Ib開3たれば之を記3んっ 周年三月十五日蛇固に地震八回あb。 正午

頃有珠岳噴火せb。 是よ b先主三日聞東風Itて雷鳴あ台。 鵡川の土人民℃占
を善〈するア 9マサといよ、者此日の噴火を諌言せるよしにτ、十五日朝船頭役の

佐之助と云ふもの「今日は山が抜けるから逃げ忍がよい」と言以出し、 ドコタシ

{b諒宥J、

（談所曾園山名〉同年政寛

岳三味者九

聞取見年三十四治明

に在bし人命は此固に避け来れb。 井の水は其昧盤辛〈なれb。 有珠善光寺の

借侶が賓物等を携へ船iこ乗bτ蛇固に来bし故、専太郎は其船に上乗して鵡丈華

に至上上陸し℃借f自に主食を供するや否や、轟然鳴b響主℃有珠岳噴火したb。

是よ b専太郎は蛇固に蹄bしに、三日聞は章も暗主程な b主。 山頂よ b噴出す

る姻は壷は白き固桂の如くなるも、夜は赫灼とし℃赤〈、其聞に噴上げられて降

下する岩と噴上げらる L岩と衝突して？.！！火を援し光景いと凄まじ。 噴火の賞時
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葡西風な’ b ’じ故：~＼~は管篭四方lと降tJ-'§t. F 庇；，そ一箇月~経＂（葉風三日間吠績きじ

渇え：蛇田’lt方砲の降bも1ま東風の時のみは？［.，て、業積タし量lま前後会せτ三寸程在b

J,ti l曲頂の形獄iま噴火の矯め襲化じ管篭の山lま高｛な・6たb。期〈て七月頃諮は

韓日？績：き℃夜は異赤it晃ヘ鳴動の昔をも開＇t2!, L:6~其後は衣第に静止した！， 0. 

管鑑の山が高〈な ！， L, J: .，ま即も脅篭捗面め大有珠岳の生成したる之となb。然

れ:2: も此時此新山の生成じたあ事賞は、：~衝撃者聞に今日傭確賓k認め居られぎ、る

喝の、如し。 国道予は真に奮記を調査せLit.；，.安政元年幕府の日付堀織部.iElt

随U蝦夷地を巡回せし業の蝦夷地施行＆tiま「去丑四月十三日ーの犬山を生ず。や

はb此節まで大，ζ焼ける」とあb。2 榊原盤識筆記には「宇須山ほ焼け℃嶺竿よ b

崩れニつに恐れたb其中央It.新民一つ成b出たbJとあb。一叉和田屋茂兵衛（噴

火の際死むせし戎兵衛の毒自績人）の願書には「此度新規山出来候に付其末如何様

の欝事出来候哉も難計」とあれ 由是観之、営時大有珠岳の生じたるは明かな b。

蓋し酸性にし宅粘性強き熔岩の噴出し℃閏結したるものにしてι明治四十二年四

月橋前山民生じたあ熔岩山主同種のものなるべし。 而して此熔患の噴出を榊原

鑑簸筆記によ b℃四月十三目とすれば、噴火の布日なる三月十五日を距る乙在二

十入日自民嘗れb0 傭山容の襲化を知らんが矯め、有名なる壷家谷丈晃が丈佑

元年著はしたる日本名山圃曾記載す0所の有珠岳の固と、明治四十年の形とを比

較せんに、日本名山圃曾lt載する所は寛政十一年文晃の一族なる谷元Eが蝦夷地

巡行の時寓した0固に擾bしものにし℃、国よ b大盤の形を寝せしに過ぎずと躍

も、其山頂lt小有珠岳のみあbて、大有珠岳な3が如3、之を綾の固に比較しτ

異る所あるを知るべし。

噴火前の地震は川又専太郎氏の談によれば、此固にては噴火の営日入国あbし

由、傭其前民地震あbしゃ否や念を推し℃聞かぎbしが，其後有珠の老アイ去の

語0所によれば、噴火前幾日間も地震あbしと云ふ。

明治四十三年の噴火

嘉永噴火の後五十七年lとして明治四十三年の噴火あb。 此時の噴火の扶況は
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既に詳細に知られ居る泊三業大略を記すればー七月十九日一回の微震あbo 二十

一白小鳴動を聞き、二十二百よb地震次第に増加し、伊達村氏於℃問自二十五回一一

二十三日百十回、二十四日三百十三回、二十五日百六千三回の地震を戚じ、業内強

震少まからず且つ凄絶なる鳴動併畿し、附涯の人民は他へ避難せし民、二十五日

午後六時頃よ b地震は精,t沈静の獄況を曇し、午後十時頃に至bて有珠岳の西北

麓なお金比羅山爆裂し爾後有珠岳の北側に於℃十月二日迄に爆裂せるもの無慮

六十箇所に遣し、其内稽々顕著なる火口三十除を算せb。〈而し℃其火口は何れ

も大ならず、噴出物亦少なし其内熱泥を噴出せじもの七箇所あhしも泥の大部

分は洞爺湖に流入し：fとb。瓦lt注意すぺき現象は、有珠岳の北側、東丸山よ b金

比羅山氏達する大裂線にし℃又此裂線民直角をなす数多の亀裂あb。 而し℃此

大裂線は賓に主要の各火口を連貫す0ものにし℃、入月三日頃は傭ほ顕著ならぎ

bしが、同月六日よ b七日記豆b大鳴動と共に、其北側即ち湖畔区画する部長子著

し〈隆起し℃一大断層を生じ、備其後聾動あ b℃甚7ざしきは数百尺の隆起をなせ

し所あb0 随℃湖畔も概して幾砂の隆起を晃たるも亦却τ陥授したる所なきに
あらず。 要す0に此度の噴火には此断層を生じτ各所に小火口を閲主たるが烏

め、噴火の勢甚だ猛烈ならま0を得たb。 詳細は嘗時調査の矯め出張したる大

森博士其他諸氏の調査書に就τ見るぺし。


